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２０１２年１月２２日（日）※ 連続座談会第１３弾
生活保護当事者の声を聞く
ー京都の「保護者団」の実践からー
生活保護の増加キャンペーンと、切り下げが危惧される中で、実際に当事者としての声を聞いていかなければならないと思います。
そこで、今回京都において「保護者団」というグループを実践されている方がたにお話を聞くことになりました。
日時・・・2012年1月22日(日) 時間  13時半会場 14時開始
場所  ふるさとの家・・・JR新今宮駅から歩いて10分以内（西成警察署近く）
参加費・・・カンパ
14時～生活保護当事者ならびに保護者団の方たちの話(シンポジウム形式で)
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珍妙さん・佐々木彩さん・ババさん・他
※保護者団とは、一人の子どもの人の保護者業務（通常１人か２人親かそれに準ずる人が担っていることが多いですが）を血縁とかでない複数の大人で担うという活動をしている団体です。日常生活面での保護者業務の他にも、子どもがフリースクールに通っていたり保険対象外の医療にかかっていたりして、学費や医療費が大変なので出店などして収入を得てそこにあてています。今年の保護者団のスローガンはー「オンナ」だから「ハハ」だからクッキー焼いてるわけじゃない！保護者だから、旨いものが本気で好きだからなのでございます。―
 中野冬美（司会兼コーディネーター）
長年シングルマザーの当事者活動に参加し、 現在は、女性のための街かど相談室 ここ・からサロンなど、女性を支援する現場でカウンセラーとして活動しています。先日現代書館より発刊された「ベー シックインカムとジェンダー～生きづらさからの解放に向けて」の制作にかかわりました。この本には、今回お話しいただく保護者団をはじめ、７０年代の２４ 時間共同保育など、女性の立場から家族ではない生き方の試みが報告されています。 [image: image3.png]B




そして会場の皆さんとお話合いできればと思いますので、ぜひおいでくだい。
★託児・筆談の必要な方は事前にご相談ください。cex38711@syd.odn.ne.jp
★ふるさとの家への行き方

ＪＲ大阪環状線新今宮駅東改札を出て右折→交差点を南（作業着量販店側）に渡って右折→西向きに歩いて線路を横切る→ローソンの前の道（銀座通り）を左折→右手に西成警察を見ながら南下→左手に消防署→そのすぐ南の建物        

当日連絡先：090－8795－9499（野宿者ネットワーク）
主催：生活保護切り下げに反対する実行委員会
